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１. 四半期財務情報の作成等に係る事項

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無：有（法人税や引当金の計上基準等に一部簡便的な方法を採用しております。）
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の　　　：無
　 変更の有無
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無　　　　：有　連結（新規）4社 （除外）0社　持分法（新規）1社 （除外）3社

２. 平成 19年 3月期第３四半期の業績概況（平成 18年 4月 1日 ～ 平成 18年 12月 31日）

(1)経営成績（連結）の進捗状況 （注）百万円未満の金額は、四捨五入して表示している。

売　　上　　高 営　業　利　益 経　常　利　益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年 3月期第3四半期 1,187,059 8.8 94,187 15.4 93,528 15.8
18年 3月期第3四半期 1,090,749 7.8 81,630 △ 8.9 80,785 △ 8.5
（参考）18年 3月期 1,498,620 108,726 104,166

四半期（当期）純利益
１株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

百万円 ％ 円 銭 円 銭

19年 3月期第3四半期 56,851 22.0 40 62 ―
18年 3月期第3四半期 46,581 △ 0.3 33 25 ―
（参考）18年 3月期 59,668 42 46 ―
　（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。

(2)財政状態（連結）の変動状況

総　　資　　産 純　　資　　産 自 己 資 本 比 率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

19年 3月期第3四半期 1,485,102 644,113 42.9 454 88
18年 3月期第3四半期 1,412,554 574,098 40.6 410 09
（参考）18年 3月期 1,376,044 594,211 43.2 424 34

(3)連結キャッシュ･フローの状況
営業活動による 投資活動による 財務活動による 現金及び現金同等物
キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー 期　 末 　残 　高

百万円 百万円 百万円 百万円

19年 3月期第3四半期         70,306 △ 69,601       △ 4,207 85,417
18年 3月期第3四半期         37,198 △ 41,466         12,148 76,712
（参考）18年 3月期        108,620 △ 60,373      △ 30,881 86,390

３. 平成 19年 3月期の連結業績予想（平成 18年 4月 1日 ～ 平成 19年 3月 31日）

　 売　上　高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 円 銭

通　　期 1,617,000 121,000 68,000 48 60

※上記予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提や見通し、計画に基づく予想が含まれております。上記予想と
　実際の業績の間には、今後の様々な要因によって大きく差異が発生する可能性があります。
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経営成績及び財政状態（９ヶ月の累計） 

 

（１）経営成績 

① 業績全般 

当第３四半期（平成１８年４月～１２月）における日本経済は、民間企業の設備投資

の増加や企業生産の緩やかな拡大が続き、戦後最長の「いざなぎ景気」を超える景気拡

大基調にありました。しかし、事業を取り巻く環境は、原燃料価格の高止まりや、個人

消費の伸び悩み、中国をはじめとする世界市場での競争激化など、予断を許さない状況

で推移しました。 

このような状況の中、当社グループの当第３四半期における連結業績は、原燃料価格高騰の

影響により製品販売価格が上昇したケミカル事業が売上を伸ばしたことなどから、売上高は

１兆１，８７１億円で、前年同期比９６３億円（８．８％）の増収となり、営業利益は９４２

億円で、前年同期比１２６億円（１５．４％）の増益となりました。また、経常利益は９３５

億円で、前年同期比１２７億円（１５．８％）の増益となり、当四半期純利益は５６９億円

で、前年同期比１０３億円（２２．０％）の増益となりました。 

 
② セグメント別概況 
当社グループの主要事業別の営業状況について、７つの事業会社に対応した事業セグメン

トに「サービス・エンジニアリング等」を加えた８つのセグメントに区分してご説明します。 
 
＜ケミカルズ＞セグメント・・・ケミカル事業 
売上高は５，５６２億円で、前年同期比６６１億円（１３．５％）の増収となり、営

業利益は３７０億円で、前年同期比２６億円（７．６％）の増益となりました。 
汎用事業（モノマー系事業、ポリマー系事業）は、原燃料価格高騰によるコスト上昇

分を製品価格へ反映すべく価格改定に努めたことや、ナイロン６６樹脂・繊維「レオナ™」
や、その原料となるアジピン酸などのナイロン関連製品が好調に推移したことなどから、

増収・増益となりました。 

高付加価値系事業は、リチウムイオン二次電池用の微多孔膜「ハイポア™」が販売量
を伸ばし、イオン交換膜事業において、中国向け電解プラントの輸出と電解膜の販売量

が増加するなど、膜関連事業が好調に推移したことなどから、増収・増益となりました。 

 
＜ホームズ＞セグメント・・・住宅事業   
売上高は２，７５７億円で、前年同期比１億円（０．１％）の増収となりましたが、

営業利益は１４３億円で、前年同期比１億円（０．７％）の減益となりました。なお、

当第３四半期の建築請負事業の受注実績については、前年同期比４２億円減少し、

２，２２０億円となりました。 
住宅事業は、戸建住宅の引渡戸数減少の影響を受け建築請負事業の売上が減少しまし
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たが、リフォーム・不動産事業などの住宅周辺事業が堅調に推移したことなどから微増

収となりました。営業利益は、分譲事業における大型分譲マンションの竣工や住宅周辺

事業の増益があったものの、戸建住宅の引渡戸数減少の影響を補いきれず、若干の減益

となりました。 

 

＜ファーマ＞セグメント・・・医薬・医療事業 
売上高は８０９億円で、前年同期比１億円（０．２％）の減収となりましたが、営業

利益は１４４億円で、前年同期比４４億円（４３．８％）の増益となりました。 

医薬・医療事業は、薬価や償還価格引下げの影響を受けたことなどから微減収となりまし

たが、排尿障害治療薬「フリバス™」やポリスルホン膜人工腎臓「ＡＰＳ™」が販売数量を
増やしたことや、ライセンス収入などがあったことから、増益となりました。 

 
＜せんい＞セグメント・・・繊維事業 
売上高は７７６億円で、前年同期比１２１億円（１８．５％）の増収となりましたが、

営業利益は２７億円で、前年同期比４億円（１３．１％）の減益となりました。 

繊維事業は、原燃料価格高騰の影響を受けましたが、製品価格の改定に努めたことや、

ポリウレタン弾性繊維「ロイカ™」やセルロース繊維「ベンベルグ™」の増販、また為
替の影響もあり、増収となりました。しかし、昨年３月にランクセス・グループから買

収した「ドルラスタン™」事業の赤字や昨年９月の宮崎県延岡市における竜巻被害の影
響などから、減益となりました。 
 
＜エレクトロニクス＞セグメント・・・エレクトロニクス事業 
売上高は８５７億円で、前年同期比９７億円（１２．８％）の増収となり、営業利益

は１８５億円で、前年同期比４１億円（２８．４％）の増益となりました。 
エレクトロニクス事業は、競争激化による販売価格の下落や、一部の最終製品の在庫

調整による販売量の減少などの影響を受けたものの、全般的には旺盛なデジタル機器需

要を背景に、電子材料系事業・電子部品系事業が共に好調に推移したことから、増収・

増益となりました。 
   
＜建材＞セグメント・・・建材事業 
売上高は４７６億円で、前年同期比３７億円（８．５％）の増収となり、営業利益

は４９億円で、前年同期比１２億円（３２．３％）の増益となりました。 
建材事業は、堅調な建設需要を背景に、軽量気泡コンクリートパネル（ＡＬＣ）「ヘー

ベル™」や中小規模建築向けパイル工法「ＥＡＺＥＴ™」が堅調に推移し、高機能断熱
材「ネオマ™フォーム」が販売量を伸ばしたことなどから、増収・増益となりました。 
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＜ライフ＆リビング＞セグメント・・・生活製品関連事業 
売上高は４１３億円で、前年同期比３億円（０．８％）の増収となりましたが、営

業利益は４３億円で、前年同期比２億円（５．２％）の減益となりました。 
生活製品関連事業は、「サランラップ™」や「サラン™繊維」の販売量が伸びたことなどか
ら増収となりましたが、広告宣伝費が増加したことや原燃料価格高騰の影響を強く受けたこ

となどから、減益となりました。 

 

＜サービス・エンジニアリング等＞セグメント 
売上高は２２０億円で、前年同期比４３億円（２４．４％）の増収となり、営業利益

は３０億円で、前年同期比１３億円（７１．４％）の増益となりました。 
サービス・エンジニアリング等では、エンジニアリング事業が好調に推移したことな

どから、増収・増益となりました。 
 
③ 通期の見通し 

平成１８年１０月３１日に発表しました通期の業績予想に対し、ケミカル事業で海外市

況の改善やナフサ価格の下落により増収増益となる見込みであることや、全般的な経費削

減などにより単体でも若干の増益となることなどから、通期の業績予想（連結、単独）を

下記の通り上方修正致します。 

なお、当期末の配当金につきましては、６円の配当予定を１円増配の７円とし、中間配

当金の５円とあわせて、１株当たりの年間配当金を１２円とさせていただく予定です。 

 

連結      

   （単位：百万円） 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

   前 回 発 表 予 想（Ａ） 1,612,000 115,000 112,000 64,000

   今 回 発 表 予 想（Ｂ） 1,617,000 125,000 121,000 68,000

   増 減 額（Ｂ－Ａ） 5,000 10,000 9,000 4,000

   増  減  率  0.3% 8.7% 8.0% 6.3%

 〔参考〕前期（平成１８年３月期）実績 1,498,620 108,726 104,166 59,668

単独      

   （単位：百万円） 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

   前 回 発 表 予 想（Ａ） 42,500 26,000 26,500 28,500

   今 回 発 表 予 想（Ｂ） 42,500 27,000 27,500 29,000

   増 減 額（Ｂ－Ａ） － 1,000 1,000 500

   増  減  率 － 3.8% 3.8% 1.8%

 〔参考〕前期（平成１８年３月期）実績 42,649 27,410 27,013 29,010
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（２）財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等 

① 財政状態 
当第３四半期末の総資産は、前期末に比べて１，０９１億円増加し、１兆４，８５１億

円となりました。その主な要因は、ケミカル事業で原燃料価格高騰の影響や売上高の増加

があったことや四半期末日が金融機関の休日であったことなどにより、受取手形及び売掛

金が４８０億円増加したこと、また住宅事業の工事在庫が増加したことなどにより棚卸資

産が４１７億円増加したことなどによるものです。 

  有利子負債は、主として季節的な資金需要に対応するためにコマーシャル・ペーパーを

発行したことなどにより前期末に比べて１０８億円増加し、２,４６７億円となりました。 

純資産は、前期末の６，０１１億円（前期末の資本の部合計に少数株主持分を加算した

金額）から４３０億円増加し、６，４４１億円となりました。しかし、総資産の増加率が

自己資本の増加率より大きかったことから、自己資本比率は前期末の４３．２％から

４２．９％に下がりました。 

 
② キャッシュ・フロ－の状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益９１０億円や減価償

却費５２４億円などの収入があった一方で、売掛債権の増加額４４１億円や、棚卸資産の

増加額３９２億円などがあったことから、差し引き７０３億円の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得６６０億円などの投資を実

施したことなどにより、６９６億円の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、コマーシャル・ペーパーの発行などによる資金調

達１０２億円があった一方で、親会社による配当の支払い１４０億円などがあったことか

ら、差し引き４２億円の支出となりました。これらの結果、当第３四半期の現金及び現金

同等物の期末残高は、前期末より１０億円減少し、８５４億円となりました。 

以上 



  科           目 当第３四半期（９ヶ月） 前第３四半期（９ヶ月） 前同

金　　額 百分比 金　　額 百分比 金　　額 期比 金　　額
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円

売 上 高 1,187,059 100.0 1,090,749 100.0 96,310 8.8 1,498,620
売 上 原 価 891,871 75.1 815,392 74.8 76,479 9.4 1,127,530

295,188 24.9 275,357 25.2 19,831 7.2 371,090

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 201,001 17.0 193,727 17.7 7,274 3.8 262,364

94,187 7.9 81,630 7.5 12,557 15.4 108,726

営 業 外 収 益 （ 7,009 ） 0.6 （ 6,082 ） 0.5 （ 927 ） 15.2 （ 7,416 ）
受 取 利 息 337 302 35 438
受 取 配 当 金 2,257 1,958 299 2,215
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 1,865 1,045 820 536
雑 収 益 2,550 2,777 △ 227 4,227

営 業 外 費 用 （ 7,669 ） 0.6 （ 6,926 ） 0.6 （ 743 ） 10.7 （ 11,976 ）
支 払 利 息 2,880 2,635 245 3,570
雑 損 失 4,788 4,291 497 8,406

93,528 7.9 80,785 7.4 12,743 15.8 104,166

特 別 利 益 （ 2,053 ） 0.2 （ 1,874 ） 0.2 （ 179 ） 9.6 （ 5,880 ）
固 定 資 産 売 却 益 786 1,782 △ 996 5,670
投 資 有 価 証 券 売 却 益 1,267 － 1,267 －
そ の 他 － 92 △ 92 210

特 別 損 失 （ 4,597 ） 0.4 （ 7,742 ） 0.7 （ △ 3,145 ） -40.6 （ 15,565 ）
固 定 資 産 処 分 損 4,412 1,942 2,470 7,039
減 損 損 失 － 3,799 △ 3,799 3,799
構 造 改 善 費 用 － 1,269 △ 1,269 3,171
そ の 他 185 731 △ 546 1,557

 90,984 7.7  74,918 6.9 16,066 21.4 　 94,481

 33,740 2.9  28,085 2.6 5,655 　 34,546
損 393 -0.0 損 252 -0.0 損 141 損 267

56,851 4.8 46,581 4.3 10,270 22.0 59,668

※　監査法人による監査は受けていません。

（旭化成株式会社） [連結]

(参考)平成17年度増 減 額

（要 約）連 結 損 益 計 算 書（要 約）連 結 損 益 計 算 書（要 約）連 結 損 益 計 算 書（要 約）連 結 損 益 計 算 書
(平成１８年４月１日～平成１８年１２月３１日)

四四四四 半半半半 期期期期 （（（（ 当当当当 期期期期 ）））） 純純純純 利利利利 益益益益

税税税税金金金金等等等等調調調調整整整整前前前前四四四四半半半半期期期期（（（（当当当当期期期期））））純純純純利利利利益益益益

法 人 税 等
少 数 株 主 損 益

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅵ

Ⅶ

売売売売 上上上上 総総総総 利利利利 益益益益

経経経経 常常常常 利利利利 益益益益

営営営営 業業業業 利利利利 益益益益

Ⅴ
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（要 約）連 結 貸 借 対 照 表
（ 平成１８年１２月３１日 現在 ）

当第3四半期末 前年度末 増減額
科　　　　　目 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額

（　　資　　産　　の　　部　　） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円

流動資産 （ 738,427 ） 49.7（ 644,192 ） 46.8（ 94,235 ）
現 金 及 び 預 金 85,094 86,422 △ 1,328
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 317,495 269,509 47,986
有 価 証 券 519 446 73
棚 卸 資 産 255,735 214,062 41,673
そ の 他 79,584 73,753 5,831

固定資産 （ 746,674 ） 50.3（ 731,852 ） 53.2（ 14,822 ）
有 形 固 定 資 産 432,347 414,368 17,979
無 形 固 定 資 産 28,821 33,094 △ 4,273
投 資 そ の 他 の 資 産 285,507 284,390 1,117
資 産 合 計 1,485,102 100.0 1,376,044 100.0 109,058

当第3四半期末 前年度末 増減額
科　　　　　目 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額

（　　負　　債　　の　　部　　） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円

流動負債 （ 530,785 ） 35.7（ 439,724 ） 31.9（ 91,061 ）
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 192,357 132,980 59,377
短 期 借 入 金 61,555 56,222 5,333
コマーシャル・ペーパー 30,000 － 30,000
一 年 以 内 償 還 予 定 社 債 22,000 23,000 △ 1,000
そ の 他 224,873 227,522 △ 2,649－
固定負債 （ 310,204 ） 20.9（ 335,193 ） 24.4（ △ 24,989 ）
社 債 62,000 84,000 △ 22,000
長 期 借 入 金 71,098 72,300 △ 1,202
退 職 給 付 引 当 金 128,498 131,617 △ 3,119
そ の 他 48,608 47,276 1,332
負 債 合 計 840,989 56.6 774,916 56.3 66,073
（　少  数　株　主　持　分　）

少 数 株 主 持 分 － － 6,917 0.5 －
（　　資　　本　　の　　部　　）

資 本 金 － － 103,389 7.5 －
資 本 剰 余 金 － － 79,433 5.8 －
利 益 剰 余 金 － － 342,450 24.9 －
その他有価証券評価差額金等 － － 86,251 6.3 －
自 己 株 式 － － △ 17,311 -1.3 －
資 本 合 計 － － 594,211 43.2 －
負債、少数株主持分及び資本合計 － － 1,376,044 100.0 －
（　純　資　産　の　部　）

株主資本 （ 550,186 ) 37.1 （ － ) －（ － )
資 本 金 103,389 7.0 － － －
資 本 剰 余 金 79,447 5.3 － － －
利 益 剰 余 金 385,125 26.0 － － －
自 己 株 式 △ 17,775 -1.2 － － －
評価・換算差額等 （ 86,291 ) 5.8 （ － ) －（ － )
少数株主持分 （ 7,636 ) 0.5 （ － ) －（ － )
純 資 産 合 計 644,113 43.4 － － －
負 債 純 資 産 合 計 1,485,102 100.0 － － －

※　監査法人による監査は受けていません。
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（旭化成株式会社） ［連結］

（要約）連結キャッシュ・フロー計算書
（平成18年４月１日～平成18年12月31日）

当第３四半期Ａ 前第３四半期Ｂ 増減額Ａ－Ｂ 前年度

（９ヶ月） （９ヶ月）

金　額 金　額 金　額 金　額

百万円 百万円 百万円 百万円

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期（当期）純利益 ９０,９８４ ７４,９１８ １６,０６６ ９４,４８１ 

減価償却費 ５２,３８２ ５１,２２０ １,１６２ ６９,３９９ 

売上債権の増加額 △４４,１２３ △４４,０４９ △７４ △１６,３９３ 

棚卸資産の増加額 △３９,２４０ △３２,３４２ △６,８９８ △１１,０７５ 

仕入債務の増減額（減少：△） ５７,５２７ ２８,９５２ ２８,５７５ △２,０７５ 

その他 △４７,２２４ △４１,５００ △５,７２４ △２５,７１５ 

営業活動によるキャッシュ・フロー ７０,３０６ ３７,１９８ ３３,１０８ １０８,６２０ 

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △６６,００７ △４０,８５２ △２５,１５５ △５９,０７４ 

投資有価証券の取得による支出 △３,１８４ △３,５２１ ３３７ △６,８４８ 

その他 △４０９ ２,９０７ △３,３１６ ５,５４９ 

投資活動によるキャッシュ・フロー △６９,６０１ △４１,４６６ △２８,１３５ △６０,３７３ 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー △４,２０７ １２,１４８ △１６,３５５ △３０,８８１ 

Ⅳ現金及び現金同等物に係る換算差額 ２９４ ２３４ ６０ ４２６ 

Ⅴ現金及び現金同等物の増減額（減少：△） △３,２０９ ８,１１３ △１１,３２２ １７,７９２ 

Ⅵ現金及び現金同等物の期首残高 ８６,３９０ ６８,４５６ １７,９３４ ６８,４５６ 

Ⅶ非連結子会社の連結化に伴う増加額 ２,２３６ １４２ ２,０９４ １４２ 

Ⅷ現金及び現金同等物の期末残高 ８５,４１７ ７６,７１２ ８,７０５ ８６,３９０ 

※　監査法人による監査は受けていません。

科　　　目
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（旭化成株式会社） ［参考資料］

＜平成１９年３月期　第３四半期　参考資料＞ 平成19年1月31日

１．セグメント別売上高及び営業損益（平成１８年４月から１２月までの累計）

（１）連結売上高 （億円）

H19/3期 H18/3期 H19/3期

第３四半期 第３四半期 増減額 増減率 通期 前期

９ヶ月実績(A) ９ヶ月実績(B) (A)-(B) ％ 見通し

ケミカルズ 5,562      4,901      661      13.5   7,440 6,604 
ホームズ 2,757      2,756      1        0.1    4,070 4,045 
ファーマ 809        810        -1       -0.2   1,040 1,058 
せんい 776        655        121      18.5   1,070 897 
エレクトロニクス 857        760        97       12.8   1,130 1,029 
建材 476        439        37       8.5    620 565 
ライフ＆リビング 413        410        3        0.8    530 519 
サービス・エンジニアリング等 220        177        43       24.4   270 268 
合計 11,871     10,907     963      8.8    16,170     14,986     

（２）連結営業損益 （億円）

H19/3期 H18/3期 H19/3期

第３四半期 第３四半期 増減額 増減率 通期 前期

９ヶ月実績(A) ９ヶ月実績(B) (A)-(B) ％ 見通し

ケミカルズ 370 343 26       7.6    485 405 
ホームズ 143 144 -1       -0.7   285 282 
ファーマ 144 100 44       43.8   150 111 
せんい 27 31 -4       -13.1  35 40 
エレクトロニクス 185 144 41       28.4   230 193 
建材 49 37 12       32.3   50 38 
ライフ＆リビング 43 45 -2       -5.2   45 48 
サービス・エンジニアリング等 30 18 13       71.4   40 33 
中計 990 862 128      14.8   1,320 1,151 
消去又は全社 △ 48 △ 46 -2       -      △ 70 △ 63 
合計 942        816        126      15.4   1,250      1,087      

（３）連結営業損益　増減要因内訳 （億円）

数量差 売値差 うち為替因 コスト差等 計

ケミカルズ 34        394    49    -402      26        
ホームズ -1        47     -     -47       -1        
ファーマ 24        -40    5     60        44        
せんい 8         7      5     -19       -4        
エレクトロニクス 84        -77    6     34        41        
建材 3         10     -     -1        12        
ライフ＆リビング -1        4      0     -5        -2        
サービス・エンジニアリング等 16        0      0     -4        13        
消去又は全社 -         - - -2        -2        
合計 167       344    64    -385      126       
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（旭化成株式会社） ［参考資料］

＜平成１９年３月期　第３四半期　参考資料＞ 平成19年1月31日

２．住宅　請負事業の状況（平成１８年４月から１２月までの累計）

H19/3期 H18/3期 H19/3期

第３四半期 第３四半期 増減 通期

９ヶ月実績(A) ９ヶ月実績(B) (A)-(B) 見通し

受 注 高 （ 億 円 ） 2,220        2,262        -42          3,010      

受 注 戸 数 （ 戸 ） 9,409        10,099       -690         12,821     

受 注 残 高 （ 億 円 ） 3,158        3,243        -85          2,870      

売 上 戸 数 （ 戸 ） 9,060        9,266        -206         14,278     

売 上 高 （ 億 円 ） 2,101        2,119        -18          3,180      

３．その他の項目

H19/3期 H18/3期 H19/3期

第３四半期 第３四半期 増減 通期

９ヶ月実績(A) ９ヶ月実績(B) (A)-(B) 見通し

ナ フ サ 価 格

（国産ナフサ（￥／ｋｌ）） 50,300       41,100       9,200        49,600     
為 替 レ ー ト

（相場平均（￥／＄）） 116          112          4            116        

４．有利子負債

当第３四半期末 前年度末 増減額

実績(A) 実績(B) (A)-(B)

短期借入金 616          562          53           
コマーシャル・ペーパー 300          -            300          
一年以内償還予定社債 220          230          -10          
社債 620          840          -220         
長期借入金 711          723          -12          
割引手形 0            3            -3           
合計 2,467        2,358        108          

以上

（億円）

－参考2－
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